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近年︑イギリスの都市計画論やドイツ近代アートの世界において︑
イギリスの風景式庭園にかかわりのあった﹁シャラワジ﹂（sharaw
adgi ）
という︑しばらく忘れられていた謎の言葉が再度活用
されるようになっている
（
1）︒この風景式庭園の絵画的なデザイン・イ
ンスピレーションは従来︑中国の庭園に見られる︑構成要素がイレギュラーに混在するイメージから発展したものであ とされてきた
（
2）︒
そしてこの不揃いの庭園美が中国人の言う﹁シャラワジ﹂であるといわゆる英語圏内では考えられていたが︑最近は風景式を始め︑
ヨーロッパの自然主義とロマン主義などの動きはすべてシャラワジから始まったとする論議にまで展開している
（
3）︒シャラワジは中国人
の概念ではなく︑日本語であろうとの仮説が くつかあるのだが︑いずれも音価が何とか一致している いうだけの説で︑その意味は謎のままであり︑資料の裏づけもな し推論も断定説もされてはいない
（
4）︒
　
謎のままである﹁シャラワジ﹂については︑無論これまでも諸説
異なった哲学的︑抽象的な解釈 されてきたが︑歴史的資料にもとづく基礎的な研究はほとんど行われてこな っ
（
5）︒そもそも中国の
﹁イレギュラー﹂
（
w
ithout order ）な庭園と︑その基になる﹁シャラワ
ジ﹂の不揃い美と言われるも はど ようなものであり︑そしてど
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8のように出現してきたのであろうか
（
6）︒さらに不揃いの美学とはどの
ような意味であったのか︑これらが本稿を論じていく出発点となる︒そこでまず十七世紀の西ヨーロッパの庭園論争を振り返り︑その周辺から資料を整理して﹁シャラワジ﹂の本当の意味 考察することにしたい︒　
本稿の第一章では風景式庭園転換への引き金を引いたイギリスの
ウィリアム・テンプルのエッセイ てくる﹁不揃い﹂ ︑つまりいわゆる幾何学的ではない美が︑中国語の ったのかどうかを検証する︒　
第二章と第三章では︑とりわけテンプルに影響を与えたとみられ
るオランダのホイヘンスについて論じる︒イギリス人であるテンプルは︑ 滞在中に度々ホイヘンスの庭園別荘を訪問し いる︒そのホイヘンスの庭園論は絵入りで豊かな表現をもってデザイン考え方まで紹介している︒またホイヘンスは﹁非幾何学的庭園美﹂を日本の着物の柄に見いだしている︒これがテンプル ﹁シャラワジ﹂とどう関係するのかを推察 た ︒　
第四章と第五章においては﹁シャラワジ﹂が日本語の﹁洒落味﹂
であるとの仮説を提示する︒それ 現在使われている﹁しゃれ味﹂から追求し︑江戸時代の着物 雛形本にみられる﹁洒
しゃ
落ら
﹂と﹁味﹂
を合わせて説き示す︒　
第六章と第七章ではテンプルに日本の美学と思われる﹁洒落味﹂
を教えた人物について論じる︒長崎に滞在したオランダ東インド会社の商人が持ち帰った蒔絵の簞笥のデザインから︑革新的とも言える﹁洒落味﹂を見出すことができるのである︒ ﹁
Sharaw
adgi ﹂は工芸
品とともにヨーロッパに渡 日本語の﹁洒
しゃ
落ら
味あじ
﹂であることが︑
ホイヘンスの手紙 検討することによって
︱
︱
状況証拠としてでは
あるが
︱
︱
確認できる︒これをもって本稿においては﹁シャラワ
ジ﹂
（
sharaw
adgi ）
は日本語の﹁洒落味﹂から出たとの説を呈示し︑
それと同時にいかにこの概念がヨーロッパの美学論争に取入れられたのかということについて 考察と立証 行う︒　
近代ヨーロッパの美学の歴史においては︑古典及びルネッサンス
からの脱却と近代の啓蒙の時代への移行が中心となるが︑その際︑実は応用芸術の演じた役割も大きいのである︒それゆ に庭園 工芸を合わせもった美学論は美術史研究上ひ つ 重要な鍵にな と思われる︒ちょうどそ 転換期に東アジア ら 工芸品 オランダの東インド会社によって輸入され︑それにより工芸家 商人 の豊かな江戸時代の文化と︑やはり商人 工芸家を中心とす 北ヨーロッパ文化との間に一種の共通点が生じ︑それが近代ヨーロッパ美学の基礎の一部を築いた であろ と︑筆者は推量する である︒
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ヨーロッパの文化史において最も重要な時代はルネッサンス期で
ある︒ギリシア・ローマの古典文芸や聖書原典をもとにして︑神や人間の本質を考察︑研究する知識人は同時にキリスト教信者でもあった︒だが十六世紀末期頃には︑北フランス︑オランダ︑スイス︑ドイツ︑イギリスの知識人たちの研究 重点は聖書および古典資料よりも人間と自然物の直接的観察による研究に移りつつあった︒その背景には宗教改革にともなう旧派の弱体化もあった︒そして十七世紀に入るとオランダでは新しいプロテスタント派 権力層が国家形成に力を れ︑国づくりに必要と る都市創成が促進され 国土拡張を目的 干拓が行われ それに伴って地図製作も盛んになっ
た︒測量術や数学が発達すると共に国と領土の意識が高まり︑理想 領土の中にある個人の﹁庭﹂とその造り方も進歩して︑権力者たちの 園
に対する趣味と興味が次第に高まった︒当時のルネッサンス様式に定められた幾何学的模様の庭造りに新しい測量術が取りいれられ︑さらに一段階進んだプロポーションは︑平面図に計算された厳格な左シンメトリー
右対称になる︒オランダ王の周辺にいるエリートたちにとってこ
の庭園様式は人気が高かったにもかかわらず︑その中において非幾何学的な︑不揃いの美を論じ︑評価したの ︑コンスタンティン・ホイヘンス（
Sir C
onstantijn H
uygens, 1596–1687 ）であった（
図１
） ︒
ホイヘンスとテ プルの　
ホイヘンスは十七世紀中頃オランダで盛んに行われた庭園につ
ての﹁賞賛文学﹂ （
hofdicht ）におおいに参加した
（
7）︒しかしこの方面
ではもう一人︑重要なイギリス人がいた︒それはオランダとの外交に活躍するウィリアム・テンプル（
Sir W
illiam
 Tem
ple, 1628–1699 ）で
ある︒テンプルもホイヘンスと同様に主に ネッサンスの幾何学模様を賞賛しながら︑同時に不揃い美も評価する人物である︒テンプルは彼のエッセイにおいて不規則な新しい美学について次のように書いている︒　﹁ ︹
中国人は
︺そうした美が目に飛び込み︑感じとった瞬間直ちに︑
﹁
Sharaw
adgi は良い﹂とか﹁
Sharaw
adgi が素晴らしい﹂とか︑あるい
はそれに類することを言って賞賛するのである﹂
（
8）︒これは謎めいた
文面である︒後に︑とりわけ十八世紀にはイギリスの庭園論争の中
図 1　ネッチャーによるホイヘンスの肖
像画（1672）。Collection Rijksmuseum 
Amsterdam (SK-A-292).
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に﹁
sharaw
adgi ﹂という言葉が時折みられるようにな
る（
9）︒テンプル
は﹁
sharaw
adgi ﹂美学を庭園美学に応用するだけであったが︑後の
時代にはそれが一般的に庭園その物に関する言葉として用いられるようになってしまうのである︒特に二十世紀後半からは庭園論争から都市計画の美学 で応用されて︑近年ではドイツ︑フランス等にまで広がり︑サウンド・スケープや近代芸術など︑その意味が格別に大きくなってきたのである
（
10）︒近年の研究においては︑テンプル
の唱える﹁中国人﹂説は批判され︑中国の学者によるとシャラワジは言葉として中国語ではありえないとい ことになっている
（
11）︒他の
説で ︑この言葉はオランダ経由でテ プルの耳に入ったのではいか︑という推測もなされている︒シャラワジは日本語 ﹁洒落味﹂であろうと書いたのは中村一のエッセイ﹁シャラワジについて﹂
（
一九八七
）
であるが︑ただしこの推定のみが記されていて︑
ホイヘンスの庭園論争にも︑江戸時代の原語検討 も触れておらず︑推定の根拠は示されていな
（
12）︒
??
?
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テンプルは十七世紀後半におけるイギリスの重要な政治家である︒
彼は準男爵の位を持ち︑イギリス大使とし 二度 わたり国家的交渉のためオランダのハーグに長期間滞在した︒その折︑数回ホイヘ
ンスの別荘地を訪問した︒テンプルはヨーロッパで初めて締結された平和条約﹁ナイメーヘン条約﹂にも関わっていて︑ホイヘンスと二人はオランダ皇太子ウィリアムとイギリス王の娘メアリーとの結婚準備をもしたのである︒ホイ スは王のアドバイザーとしての役を果たしつつ︑同時に文化人として趣味生活 没頭し た︒このことはホイヘンスの庭造りからも知ることができる︒ホ ヘンスは庭園のデザインに
凝こ
っていて︑所有別荘地ホッフワイク
（
H
ofw
ijck ）
には小さい館を建て︑主に庭園を楽しめるように計画し︑
その庭について二千八百行以上の長い詩を書いている︒イラスト入りで印刷された︑ 園と同名の詩集﹃ホッフワイク﹄の中において彼は︑人生についてのさまざまな哲学的な考えを庭と うテ マの中に展開する︒たとえばあるハーグの貴婦 に宛てて︑バラは綺麗に咲いているが結局枯れるしかない︑女性美は朽ち果 るものなのだと説く︒また子供の教育も︑規制的な教育をさせるよりもそ 子の本質を捕まえ 自然のままで成長させ ほうが才能を活かせると自然 成長に例えて説 てもいる︒子供の教育がヨーロッパ啓蒙期の重要なテーマ なりつつあった時代 あった
（
13）︒
???????????　
そしてまた︑自分の庭園の植栽︑すなわち自然に成長する木々の
不揃いさは幾何学的なデザインには合わないとコメントして る箇
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所も見られる︒当時︑他のオランダ富裕層の庭園主たち︑とりわけホイヘンスの友人や詩人のあいだでも同様に︑古典ルネッサンスの形からの脱却や︑自然の成長そのままの木々を評価し︑そういう美学を観察し評価する論調が見られる
（
14）︒ホイ
ヘンスは詩の中で︑この自然の不揃いさを論理的に把握するために︑日本の着物をそのイメージとして例え︑説明 ︒つまり︑日本の着物の不揃いさは︑幾何学模様に嵌められない自然の成長と同じ美学であるというである
（
15）︒このホイヘンス
の詩的発想を理解するに
は︑彼の庭園と当時の日本の着物の両方を細かく検討してみる必要がある︒　
まずは︑ホイヘンスの庭園はどのように構成されたのかを説明し
てみよう︒はじめに庭園の図面を制作する時に測量術 取り入れ︑プロポーションを細かく計算した地割に従って︑堀や園路が左右対称に計画される（
図２
） ︒しかもホイヘンスの詩的発想は土をショ
ベルで区切ることを︑着物の仕立屋が手織物の布を切 作業に例えている︒生地に印描きした後︑鋏
はさみ
を入れるのと同じように︑ホイヘ
ンスは地面に紐で線を引 ベルを入れる︑的確な測量によって
図 2　ホイヘンスのホッフワイク庭園の平面図（1653）。詩のなかでホイヘンスは土地を生地のパターンの
ように裁断したと書きのこす。Collection Huygensmuseum Hofwijck (Kuitert 2013, figure 2).
図 3　ホイヘンスの息子の絵（1660）は庭園を風景画の
ようにピクチャレスクに描写する。図２と同じ庭園ではあ
るが、平面の地割は幾何学的であっても、立体風景は不揃
いで、直線はほとんど見られない。Ton van Strien et al. 
2-3; Amsterdam: KNAW Press, 2008, p. 238.
12
土地は無駄なく利用され庭園の土台となると言う︒直線断ちで細かく計算された日本の着物生地の﹁布割り﹂と同じよ に︑無駄なく利用されることもホイヘンスの着物へ 喜びであったはずである
（
16）︒
　
ホイヘンスは幾何学的地割にしたがって木々を植える︒ただ︑そ
の植栽された木々が規制的に︑直線や四角に合わせて伸び のではなく︑いわゆる自然にまかせて︑特に刈り込みもされず︑不揃いまま成長した風景で︑こ を﹁規制の中 不揃い﹂と言う︒この風景は︑ホイヘンスの息子が描いた絵からも窺い知ることができる︒ヨーロッパの庭園史において のホイヘンスの息子の絵は︑幾何学的ではなく絵画的な画法で庭園風景を描いた例としてはかなり早い時期のものであった（
図３
） ︒
??????????????　
さて︑ホイヘンスは着物の模様の非対称︑ ﹁不揃い﹂についてど
のように考えたのであろうか︒不規則な着物模様は当時輸入された古伊万里焼の陶器の染付けの図柄に見られる︒たとえば︑傘を差した着物姿 女性らの左右対称ではない図柄からも読み取れるの ある︒日本の着物もオランダに渡り︑当時日本か 輸入品と てもたらされたわずかな（
慶長・寛文
）小袖はヤポンセ・ロック（
Japonsche 
R
ock ）という名でオランダに知られ︑人々に驚くほどの刺激を与え
た︒そのエキゾチックな感覚は日本人の風俗としてモンタヌスのベ
ストセラー﹃日本誌﹄に紹介されている絵からも分かる
（
17）（
図４
） ︒
モンタヌスの絵にある不揃いの小袖のデザインは︑牧師でもあるモンタヌスによってオランダの宗教意識からは規律外れの存在 ある遊女︑すなわち規律外れの歪んだモラルと関連づけられて説明されている︒右肩の上から左 腕 下の生地 網の模様が描か いて︑慶長小袖の絞り染めの定番ともいえるデザイン 柄である︒ちなみに︑この時代 小袖の背を中心にして見てみると布全体は左右対称に見えるが︑デザインは左右対称ではなく︑ ﹁不揃い﹂ 風景 文様等の図柄が右肩から左身頃にかけて流れるよう 描かれて る
図 4　モンタヌスの「日本女郎」は小袖すがたである。
寛文小袖のような肩と袖の下は、足の縁と同様に絞り
染めで、左右対称ではなく、不揃いである。エッチン
グなので襟合わせが左前になっている。 A. Montanus. 
Gedenkwaerdige Gesantschappen ... (Amsterdam, 1669, 
p.321)、国際日本文化研究センター所蔵。
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（
図５
） ︒初期のヤポンセ・ロックは日本製で︑江戸参府の折︑直接
幕府から賜わったものであった︒その後︑日本で入手したヤポンセ・ロックはかなり派手な絵柄で︑これらの着物は現存せず︑肖像画のみに見られるのだが︑絵の中には家紋のついている着物を着用している人物も描 れている
（
18）︒着物の布そのものは左右対称である
のだが︑そこに描かれた文様はルネッサンスの左右対称ではなく︑いわゆる不規制 文様であって︑これがホイヘンスの関心を惹き︑ホイヘンスの庭園論 ﹁規制の中の不揃い﹂に対応することになる︒この 詩的発想は十七世紀に一般的な芸術的世界観よりもかなり進んだデザインセンスとして︑高く評価することができる
（
19）︒
??
?
???????????????????
　
合計数千枚にもおよぶホイヘンスの書簡は現在まで保管されてい
る︒彼は文人としてオランダ国内外の千三百人以上の知識人︑政治家︑文人らとラテン語︑フ ス語︑オランダ語︑英語などで手紙の交換をした
（
20）︒テンプル宛てにホイヘンスが書いた手紙も何通か
残っていて 自分の庭園につい 書いているのだが︑その中には左右対称と不揃いというテーマは出てこな ︒しかし︑ホイヘンスはテンプル以外 人に宛て 手紙の中で日本の着物についてたびたび触れている︒明らかにホイヘンス 着物にと も興味を持ち 時折アムステルダムにあ たオランダ東インド会社の倉庫を訪ねた友人から情報を得 て︑ヤポンセ・ロックが最近日本から入ったかどうかを尋ねてもいる︒実際︑彼は手に入れた小袖二 をアンヌ・ドートリッシュ（
A
nne d ʼA
utriche, 1601–1666 ）に献上している︒この
アンヌはフランス王ルイ十三世の王妃で︑ルイ十四世 母でもある︒彼女は未成年の息子に代わって摂政 役をし でもあり︑むろんホイヘンスは彼女周辺の有力者たちの一人で ︒???????????　
ホイヘンスを始め︑オランダの富裕層のあいだに異国への興味が
図 5　生地は左右対称、文様は右肩より左身頃に流
れて不揃いである。寛文6年（1666）の『御ひいな
かた』複製版、国際日本文化研究センター所蔵。
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高まり︑東インド会社の投資家たちは遠い国との貿易︑その投資と利益に大きな夢と憧れを持った︒利益と共に生まれた新興富裕層や貴族のあいだでは︑日本の上着といわれるヤポンセ・ロックがブームになる︒このヤポンセ・ロックは鮮やかな色彩の上等なシル 製品で︑軽くて暖かく︑室内 室外︑また外出時の衣装にもなった︒
特に絹綿の軽さと暖かさに驚いたホイヘンスはそれについて小さな俳句のような詩を書き残し︑その詩において﹁わた﹂という日本語を
W
atten
としてオランダ語の中に新語として紹介した︒現在ドイ
ツ語の
W
atte
やフランス語の
ouate
などとして用いられ定着してい
る言葉である
（
21）︒
　
このヤポンセ・ロック︑いわゆる初期の慶長・寛文小袖はどちら
かと言うと派手すぎて長くは好まれず︑一六四〇年代からは一色染のみを日本に特別注文す ことになる︒絹綿と共に大量 東インド会社 船でアムステルダムに入ったヤポンセ・ロックはこれまでの小袖ではなく︑ でいう綿入れのドテラのような物であったが︑これらはオランダ貴族たちの憧れのファッションにも り︑そこでますます人気が沸騰した︒　
そして一六六〇︑ 一六七〇年代になると︑特にアムステルダムで
は日本でオーダーメイドされたもの︑あ いはオランダで新た 作り直したヤポンセ・ロック 大流行した︒しかも異国ヤポンの衣装を着て自分の肖像画を描いてもらうこと 流行 ︑ホイヘンスの息子クリスティアーン（
C
hristiaan H
uygens, 1629–1695 ）と︑また同世代
のテンプルの二人 ︑ネッチャー（
C
aspar N
etscher, c1639–1684 ）とい
う画家にヤポンセ・ロックを着用した自分たちの肖像画を描かせている︒ネッチャーが描いたホイヘンスの肖像（
一六七二年
）は古典
的なルネッサンス風の衣装を着ているが（
図１参照
） ︑ホイヘンス
図 6　ネッチャーによるヤポンセ・ロッ
ク着用のテンプル肖像画 (1675)。絵の
左後ろの背景には不揃いの木々が描か
れている。Collection National Portrait 
Gallery, London (Kuitert 2013, plate 
IV).
図 7　ネッチャーによるヤポンセ・ロッ
ク着用のホイヘンスの息子クリスティ
アーンの肖像画 (c.1671)。絵の左後ろ
の背景には古典的彫刻のある幾何学的
庭園が描かれている。Collection Haags 
Historisch Museum, The Hague, No. 
1926-0012-SCH.
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の息子とテンプルの若い世代はヤポンセ・ロックを着ている（
図６︑
７
） ︒ネッチャーは他の肖像画家たちと同様にヤポンセ・ロック一
着をお客用の衣裳として工房に用意していて︑ネッチャー本人のヤポンセ・ロック 肖像画も残されて る（
図８ａ︑ｂ
） ︒
????????????
??
?????
　
テンプルの言葉に︑中国人たちは﹁シャラワジが素晴らしい﹂と
言って賞賛するのであるとあり︑その続きにシャラワジは衣装︑屛風絵︑陶器のデザインに現れているとも書いている
（
22）︒日本の上着で
肖像画を描い もらったテンプル ︑その友人のホイヘンスは庭園の不揃いを日本の着物に例えているので ︒ 不揃 ︑シャラワジである着物 着用しているテ プルとホイヘンス 息子の肖像画の背景には庭園が写っている︒テンプルの背景には﹁不揃 ﹂自然的な風 ︑ホイヘンスの息子 背景には古典的な幾何学的庭園が見られる
（
23）︒おそらくこの二人の間にそういう庭園論争があったの
であろう︒着用している着物は両方とも同じものである（
図６︑ ７
参照
） ︒テンプルがシャラワジという言葉を紹介した後の十八世紀
以降において︑イギリスではシャラワジは庭園論争 みに使われていた︒しかしテンプルのエッセイにある表現や使い方を調べてみと︑彼の場合︑実はシャラワジは庭園 ついてで なく︑工芸品の不揃い美学を意味する言葉として使われ のである︒　
そしてテンプルの友人ホイヘンスは日本工芸品の愛好家であり︑
テンプルの用 たシャラワジも実は中国 工芸 なく︑日本の工芸品に係わりがあるのではない と考えてもおかしくな だろう︒　
そこで筆者はシャラワジという言葉は日本語の可能性が高い で
図 8 a　ネッチャーのヤポンセ・ロック
の肖像画（Attributed to one of his sons 
Théodore (1661–1732) or Constantin 
Netscher (1668–1723) ）。Collection 
and photo Les Arts décoratifs, Paris / 
Jean Tholance.
図 8 b　ネッチャーのヤポンセ・ロック
の花文様（図８a の部分）。
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はないだろうかと思い至った次第である︒
??
?
????????
　
今日なお︑着物業界のなかでは﹁しゃれ味﹂や﹁洒落味﹂という
言葉がたびたび使われている︒雑誌﹃美し キモノ﹄においては︑﹁笹模様のしゃれ味
0000
のある小紋でお食事を﹂ （
??
はカウテルト
）と
いう見出しの下に着物姿の女性につ て以下のような説明がされている︒
まっすぐに伸びる竹に笹を紅型調に染め上げた小紋︒無地感覚が好 れるなかで存在感を発揮します︒松模様の織りなごや帯を合わせて新年を寿ぐ気持ち 装いに込めて
（
24）︒
　
現
在の﹁しゃれ味﹂とは着物や帯の模様とその象徴的意味の取り
合わせ等に使われる言葉であり︑この例を見ると新年の寿ぎを表現している︒ただその洒落を楽しむためには︑目立たたず工夫された模様のデザインと色と 取り合わせも肝心で︑その工夫され 洒落をすこしずつ味 わせて発見させるには知識 教養 センス等 関わってくる︒これらがすぐれた着物の洒落味に相当するのであ ︒前述のように︑中国語ではないという言葉﹁シャラワジ﹂ 日本語
の﹁洒落味﹂であるとの可能性は十分考えられるであろう︒江戸時代の言葉は︑階級や年齢などの身分的な要因︑男女の違いによる要因︑さらには話す相手 場面 個別 が︑複雑に関連して成立していた
（
25）︒江戸期の日本語資料の中にはまだ見つかってはい
ないのだが テンプル本人も﹁シャラワジ﹂は自身の耳で聞いた言葉であると書いており︑ し﹂言葉は﹁書き 言葉より多いのが常であるから︑テンプル いた十七世紀終わり頃には︑この﹁洒落味﹂が江戸期に話し言葉として使われていた可能性も否定できない︒??????　
まずは﹁洒落﹂について検討してみよう︒江戸期にとても重要な
言葉として使われるようにな まで 室町時 から様々な内容と含みで使われ︑意味は心境性から江戸期の身の回りの感性のセンスおよび滑稽性を示すものにその中心が移る︒大陸から日本に渡っ﹁洒落﹂という熟語は元来︑ ﹁灑
しゃ
落らく
﹂と同様の古典中国語である
（
26）︒そ
して漢語の﹁灑落﹂は中世仏教語の一つとして﹃碧巌録﹄にも﹁灑
しゃ
灑しゃ
落らく
落らく
﹂として登場し︑ ﹁いかなるものにもこだわらず﹂ ︑ ﹁執着せ
ず︑自由自在であること﹂を意味 る
（
27）︒五山文学の中に出てくる洒
しゃ
落らく
は﹁何の屈託もなく︑何ものにもとらわれない心境・境地にある
さま﹂をいう︒本来は文学用語ではあるが 接待エチケット 決まりがないことにも﹁洒落﹂という言葉を用いた例が見ら
（
28）︒
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
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?????????????　
そこで︑右に挙げた﹁しゃらく﹂と室町期の﹁じゃらく﹂につい
て探ってみたい︒初期のキリシタン教理文献には仏教の用語と表現が多く用いられて る︒そしてキリシタンのポルトガル語やラテン語の翻訳にお は︑仏教語を使用して日本文としてもわかり すく︑かつ知識層 に一定の水準を保ちつつ教義を説こうとする︒その一書 すなわち罪人を善に導くキリシタン手引書﹃ぎや・ど・ぺかどる﹄に
邪じゃ
楽らく
という言葉が登場してい
る（
29）︒邪楽はキリシタンに
とって世俗欲 捕らわれた心境であり 信者が避けるべき悪しき安楽であるというのである︒元来仏教の﹁邪﹂という字はこのキリシタン言述に方便として使われ︑仏教的﹁邪﹂は﹁正統﹂に対す﹁異端﹂として使われるようになっていた経緯があり︑そのことは一休宗純の文からも理解できる
（
30）︒よく似た正と邪の対比がキリシタ
ンの堅信論︑たとえば聖書 つぐ中世第二のベストセラー﹃C
ontem
ptus M
undi ﹄に見られる︒これはキリシタン版国字本で﹃こ
んてむつすむん地﹄と題して広ま たも であるが︑同書も正しい信仰を﹁邪楽﹂に対比させ︑信仰を邪魔する邪欲︑ ﹁この世にある腐った欲望﹂を邪楽と呼んでい
る（
31）︒この
邪ジャ
楽ラク
は﹃日葡辞
書﹄から わかるようにキリシタン あいだだけでなく︑一般的に﹁腐った︑恥ずべき癖﹂の意味をもつようになっ いたらしい
（
32）︒
????????
?
?
??
?
?????????????????????????????
???? ?????????????????????????????????????????????????????????????? る
（
33）?????????????????
?? ??? る
（
34）??????????????????????
???? る
（
35）????????????????????
?? く
（
36）??
?????????????????????? ? ???????????
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????????????
?????????????????????????????
???? ????????????????????
????????
???????? た
（
37）?????????????????????????
????
?????????????????????????????????? ????????????
?????????????????????????????
??
?
?
? ?????????
?? ????????????????
??????????????????
??
??
?????????
?????????? ???????????
????
? ????????????????
図 9　『御ひいなかた』の「ぢたゆふそめ」の「か
さゝぎのもやう」。寛文6年（1666）、複製版、
国際日本文化研究センター所蔵。
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???????????????????????????????? い
（
38）????????
?? ??????????????? る
（
39）??????
???? る
（
40）??????????????????????????
????????
??????????????????????????????????
??
?
????????????
??
?????
　
江
戸時代の工芸論を調べるには着物業に着目する必要がある︒こ
の分野には特に資料がたくさん残されているからである︒美しい着物にはほとんどすべての女性が憧れを持つであろう︒しかしそれを実際に手に入れることは不可能に違いない︒そこで今日と同様︑の代わり ファッションについての本を読むのが江戸時代でも流行した︒この最新の情報 模様を絵で紹介する︑いわゆる雛形本は︑大量に出回った︒こ 雛形本の中 工芸を論じる箇所も数多 ︒たとえば﹃都ひいなかた﹄ は次 よう 述べられて る︒
　
夫絵の道は古
いにし
へより世の翫
もてあそび
の其ひとつにして思ひをのべ心
をたのしましむ類のなかだち也︑模
も
様やう
絵も又此一躰
たい
にて百
もも
万代
まても闕
かくる
ことなき物なりかし︒されは我か日の本の名
めい
所風
ふう
景けい
天あめ
地つち
のうちにあらゆる類
たぐ
ひしらぬ唐
もろこし
の遠
とを
きさかひ迄を︒纔
わづか
の衣
きぬ
に
染そめ
顕あらは
し筆に彩
いろどり
あるは︑源
げん
氏じ
の巻
まき
にいせもの語のことくさ︑古
ふる
き
哥故
こ
事じ
今やう連
れん
歌か
俳はい
諧かひ
謎なぞ
などの心︑模様におよぼさすといふこ
図10　菱河師宣風の「茶屋辻模様」『四季
模様諸礼絵鑑』天和年間（1681–1684）。
遠藤貴子「「茶屋染」考――その名称の由
来と豪商茶屋家をめぐって」『研究紀要』
11号、野村文華財団図10。
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となし︹中略︺此姿を味
あぢは
い模様をこのむ時︑遠
とを
きに行がちかき
よりするごとく︑高
たか
きにのほらずしてひきしよりするときの助
たすけ
ともな なんかしとしかいふ
（
41）︒
　
古
代と違い︑この雛形本の時代の読者には︑自らが直接遠方の事
情や︑階級のちがう人々と接することがなくても︑源氏物語を始めとする古文芸や古事︑連歌︑俳諧を味わうことができるようになったのであ ︒そしてその﹁味﹂は着物の模様の中にあるというわけである︒この文書からは芸術の広い社会性と歴史 動きとを読みとることができる︒つまり古来 物語や︑歌︑名所などは︑も も公卿や上流武家階級においてのみ持て囃
はや
されていたのだが︑戦国時
代以降の上級町人層 連歌︑俳諧への接近と江戸初期の中・下層町人階級の判じ絵・謎遊び 普及とともに︑十七世紀後半には階級の枠を越えて万人 デザイン着想の根源 なる︒岡倉天心はそのような社会的動きを宗達や光琳の 気から察知した︒こ 新しい芸術が上級町人層と﹁洒落﹂を好む士人（
武家・知識人
）階層の要求を満
たしたというのである
（
42）︒
????　
ここで注目したいのは﹃都ひいなかた﹄にある﹁味わい模様﹂と
﹁心﹂との表現である︒デザイン術としての絵模様は︑そのすべて
のテーマを抽象した﹁心﹂のみを取り上げて模様として表現されたのである︒抽象化され 心の表現は洒落であり︑その表現を解読するのはそ ﹁洒落﹂を﹁味わう﹂ことである︒すると﹁洒落味﹂という言葉 デザイナーにとってその模様 源︑たとえば七夕 物語を理解し︑抽象した上で︑スケッチを描いて︑模様の一枚に表現する術ということになる︒工芸家の術は上手なほど味がで たしかに江戸の用語の中にある表現 味をやる﹂は﹁ まくやる﹂や﹁手にしこなす﹂とほぼ同様である
（
43）︒すなわち﹁洒落味﹂は洒落を上
手にしこなすという意味をもってい の ある︒???
??
???????
　
ほかにも﹁味﹂を接尾語として用いる江戸初期の面白い表現があ
る︒それは﹁きれあじ﹂ （
切れ味︑鋭味
）あるいは﹁くらあじ﹂ （
鞍
味
）という言葉で︑どちらも武士の魂に関する必需品と言っても過
言ではない品について使われている︒ わち武士に 貴重な品である刀剣と馬鞍の評価にも使われているのである︒ のステータス・シンボルも工芸家がどれほどの腕利きかを計るものであって︑いわゆる﹁味﹂はその美の評価を指し︑刀の振り具合 良さや鋭利さ︑また鞍の乗り心地の良さや装飾の見事さまでも意味して る
（
44）︒
つまり﹁味﹂は高級にして複雑な美の魔術を表現すること も使れているわけである︒
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
21
　
ま
とめてみると︑ ﹁洒落味﹂はデザインの迫力とそれにふさわし
い優れた工芸技術を融合する言葉であり︑当時の話し言葉としてはまったく違和感のないものであったことが上記から裏づけられるであろう︒江戸時代の資料に書かれた言葉としての証拠は︑現時点では見つかって ない︒ヨーロッパ 文書にのみ見いだされる言葉であるが︑江戸初期の工芸職人たちは商売相手（
オランダ商人を含め
て
）
との商談に際し︑こんな言葉を用いて取引を成立させていたの
ではないだろうか︒ところで︑ ﹁しゃら﹂と﹁あじ﹂をオランダ語で表記すると︑発音しづらい﹁
sharaaji ﹂になり︑そこで間に﹁
w﹂
を挟み﹁
sharaw
aji ﹂となるのである︒しかも︑江戸言語の研究者に
よると︑当時の日本人も﹁
w﹂を半母音として使うというので
﹁味﹂を﹁ワジ﹂として発音したことは断定できる
（
45）︒
??
?
???????????????
　
さて︑ここからは﹁洒落味﹂を伝えた人物やその伝播経路につい
て探ってみたい︒この謎めいた日本の美学 どのように てテンプルの耳に入ったのか︑最後の謎を解いていこうと思う︒ホイヘンスの周辺には日本文化 専門家と言われ 何人かの人物が た︒ホイヘンスと親戚関係を持つカロン
（
François C
aron, 1600?–1673 ）
とスペッ
クス（
Jacob Specx, 1589?–1647
以降
）
はどちらもカピタンとして平戸
と長崎に長期間滞在し︑特にカロンは日本語が堪能であった︒かれらを通じてホイヘンスは日本の文化情報を入手し︑異国の美しい工芸品に触れ美意識を高めた
（
46）︒しかし日本の鎖国令が厳しくなるとと
もにカピタンは長く日本に滞在することはできなくなった︒一六三九年にカロンは 語が達者な最後 カピタ として日本から出国したのである︒日本で洒落としてのデザインがブームとなったのは︑それより後の一六五〇年代のことであり︑言葉としての﹁sharaw
adgi ﹂がテンプルの文書に現れてくるのは一六八〇年代であ
る︒それゆえ︑スペックスやカロンが﹁洒落味﹂をヨーロッパ 伝えたというのは不可能と思われる︒??????　
いっぽうテンプルのハーグ滞在の時期一六六〇～一六七〇年代に︑
ホイヘンスの周辺には日本語が堪能な ヨーロッパ唯一といわれる日本文化専門家がいた︒その人物と オランダ商人 ホーヘ フック（
E
rnst van H
ogenhoek, ?–1675 ）であった︒ホーヘンフックはカピタ
ンではなく商人でしかなかっ 無論カロンより低い立場にい 人物である︒ホーヘンフックは鎖国中 もかかわらず︑一六五四年から一六六二年まで長崎出島に滞在し︑日本在住九年 いう珍しい経歴の持ち主 った
（
47）︒彼の公的立場が低いため︑長崎奉行もさほど
厳しくは扱わなかったの あろう︒ホーヘンフック 商売上手の
22
えに日本語もよくできたから︑日本の商人にとっても便利な人物であったという可能性は否定できない︒彼が値段交渉の会議に参加した確かな証拠も見られる︒　
当時︑日本に往来したオランダ人たちの多くは土産品としてたく
さんの工芸品を持ち帰り︑こ らを本国に帰国した後に売りさばいた人も少なくない︒東インド会社か 禁止されて にもかかわらず︑この東インド行き商人のほとんどが︑何らかの方法で隠れて（むろん個人の利益のために
）こうした品のヨーロッパでの売買取引
に従事してい のは間違い
（
48）︒このホーヘンフックも例外ではな
く︑蒔絵の簞笥四竿をヨーロッパに私物として運 だ︒彼の簞笥は特に大きく︑豪華かつ高価で︑しかもイギリス 雑誌にまで宣伝し︑その値段も載せていた
（
49）︒東インド会社側からは︑やがてその行き過
ぎた個人ビジネスがもとで嫌われた存在になり︑結局オランダから離れてデンマークで商工会議所のスタッフと て働くことになる
（
50）︒
　
しかしオランダでの嫌われたことは実は表向きだけであった︒そ
れは彼が日本美術の通であり 専門家として く評価されて ることがオランダ以外の各国 文書から読み れるからである︒一例を挙げると︑ロ ドンの学問的雑誌 ホーヘンフックの日本観察 記事が載せられている︒もう一例をあげると フランス王・ルイ十四世の秘書ジュステル（
H
enri Justel, 1620–1693 ）もホーヘンフックの日
本語力をカロンより高く評価しているので る
（
51）︒当時︑日本の最新
情報がヨーロッパ知識人にもたらされたのは︑鎖国以来︑数十年ぶりであった
（
52）︒皆の興味を惹いていた日本の温灸についても︑日本通
第一人者のホーヘンフ クは東洋でのモクサの経験をホイヘンスとテンプルに語っており︑後にテンプルの温灸について 長いエッセイがホイヘンスに献じられている
（
53）︒すると︑シャラワジという言葉
もホーへンフックからテンプルの耳 入ったという可能性が生じてくる︒そしてこれを解く鍵は蒔絵の簞笥 あるよう 思われる︒?????　
蒔絵の伝統的風景文様は︑平安時代の﹁葦手絵﹂以来の伝統であ
る︒これは文学上の名所などを象徴的に描いた風景模様から発達したものであった
（
54）︒そして十七世紀中頃︑京都の漆工芸はその重要な
図11　僧正遍昭の歌「名にめでて、折れ
るばかりぞ、女郎花、われおちにきと、
人に語るな」を表現する留守文様。落馬
した遍昭の姿をあからさまに描かずのデ
ザインはいかにも洒落ている。『江戸蒔絵
――光悦・光琳・羊遊斎一』東京国立博物
館、2002年、図26。
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
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転換期に入る︒洒落を好む武家や知識人層また富裕町人層の要求を満たしたのが︑町絵師や宗達︑光琳などの琳派と言われる たちであった
（
55）︒伝統の型からはみ出した斬新な想像力が﹁洒落﹂として評
価された︒和歌の意図をあからさまに描かず︑いわゆる﹁留守絵﹂の蒔絵からも分かるよう 古典でありながら︑あらたな
諧かい
謔ぎゃく
味
を帯びた発想が愛好され であ
る（
56）（
図
11）︒光悦の舟橋蒔絵硯箱
は漆工芸分野におけるその洒落 代表的作品である︒しかしそ 発想は光悦本人というより ︑む ろ漆工芸家たちの いだ ら出たものであることが資料から判断でき
（
57）︒光悦の漆工芸家の洒落は茶
屋家の洒落デザインとほぼ同時期に現れてくる
（
58）︒
??????
?
?
??????
　
ヨーロッパ向けの輸出用の簞笥は特に蒔絵が高く評価された︒こ
れら高級蒔絵簞笥や箱は珍品で高価ゆえ︑主に皇室・王族 手に渡った︒いうまでもなく当時も︑しばしば注文主側 時代 流行に合わせてさまざ な要求が出されたことだろう︒し しこの時代は︑これまでもてはやされた南ヨーロッパ︑ポルトガルの﹁南蛮﹂幾何学模様から︑北ヨーロッパの絵模様に変わる時期でもあった
（
59）︒
これら日本から輸入さ た︑いくつかの漆工芸品に 風景模様が描かれている︒伝統的な庭園風景の描か 模様の蒔絵箱 カロ一六三〇年代にオランダに持ち帰った
（
60）︒そのおよそ三十年後にホー
ヘンフックは日本に滞在した︒期間は一六五四年から一六六二年までであり︑その時期に京都の漆工芸商人 良い注文を受けるために毎年一回長崎に出向き︑直接︑ホーヘンフックらと商取引をした︒ピークは 六五八年と一六六五年の間と見られ︑その時期の東インド会社は ︑漆簞笥を何十竿と注文し︑ヨーロッパに持って帰ったのである︒その値段とデザインのやり取りにホ ヘンフック自身が参加したこと 商館日記から窺える︒簞笥だけでなく︑インドシャー・ジャハーンのために︑象に乗せ 屋根付き 蒔絵鞍などを京都の漆職人にオランダ側から注文したものもある
（
61）︒日本語のでき
るオランダ人はホーヘンフックしかいないのであり︑ 工芸家の﹁話し﹂言葉はこのような場に登場したと考えられる︒ホーヘンフックは注文主として︑東イン だけでは く︑自分個人の売り物になるように言葉たくみに要望したに違いな ︒ホーヘンフックが持ち帰った簞笥 はオランダ王室所蔵の二竿のセット（
図
13）︑
これと同柄の一竿がディジョ 博物館 あり︑風景 全く同様だが木地蒔絵︑黒地では い（
図
14）︒この簞笥はルイ十四世の長男の
夫人マリー・アンヌ・ド・バヴ エール（
M
arie-A
nne de B
avière 1660–
1690 ）の所有とされる
（
62）︒
簞笥の洒落を味わう　
ホーヘンフックの簞笥は特注で︑もはや南蛮の幾何学模様ではな
24
く︑風景の古典模様でもない︑庭園風景でもない︑実際に日本の国の風景とそこを旅するオランダ商人が描かれている（
図
12） ︒京都
の工芸家および職人たちは︑その新しい発想をいかにしてヨーロッパの顧客に深 味わわせることが きるかに腐心した︒そのうえ︑ヨーロッパのインテリアに合わせられるように考えられ 不思議な工夫も目立つ︒東 ド会社が持って帰った屛風や簞笥は豪華な宮殿の天井の高い部屋には不向きである め︑ほとんどのもの 小さなブードゥワール︑ まり婦人の私室 置かれてい ︒し しホーヘンフックが注文した簞笥は︑応接間や広間 部屋のマントルピー
ス︑あるいは入口の扉の両脇に置かれ ため︑二竿の左右対称のセットであった（図
13） ︒この簞笥のバロッ
ク風の台はヨーロッパの職人に作らせている︒室内飾りが左右対称であるよう ︑東洋から輸入された大型磁器瓶の左右対称セットも同じ時期︑一六六〇年代か流行する
（
63）︒とりわけホーヘ
ンフックが持ち帰ったみご
とな簞笥には富士山や出島のほか︑東海道沿いのさまざまな地理的風景が簡略に活写されているが︑左向きと右向きに対称的に写されており︑双方ともまったく同じ絵である︒その風景の中心には︑四人の人足たち この注文し 簞笥と似たもの一竿を担いで橋を渡って運んでいる様子 描かれている（
図
14） ︒言うまでもなく︑自分
の作品の上にその作品そのものをま 描写（
紋中紋
）するのも︑漆
職人にとって大きな喜びであったであろう︒実際の風景を縮図にして︑簞笥を簞笥 再帰的に描い り︑この上に風景を鏡映的に二つの簞笥が左右対称セットになるよう描いたり
︱ ︱
いかにその正
図12　ホーヘンフックが持って帰った蒔絵簞笥の正面
（部分）。オランダ王室所蔵。Y. Trousselle. La voie du
imari: l'aventure des porcelaines à l'époque Edo. CNRS 
Éditions, 2008, p113.
図13　ホーヘンフックが持って帰った蒔絵簞笥は左右対
称の二竿セット。オランダ王室所蔵。著者撮影。
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
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統から外れた創造を味わうかを論じつつ︑京都漆工芸商人たちと商人ホーヘンフックの間には﹁しゃらあ ﹂という言葉が飛び交っていたと想像できないだろうか︒
??
???????????
　
しかし︑もう一つの疑問は︑ヨーロッパの貴族やホイヘンスが
﹁しゃらあじ﹂をどれほど理解したのかということである︒それを解く鍵はイギリス女王メアリーに宛てられた一通 手紙に隠されて
いる︒その一六八五年九月の手紙は︑中国皇帝がメアリーに送ったものといわれ︑漆屛風の美学が細かく英語で説明してある︒メアリーが自分宮殿のインテリアに合わない屛風をノコギリで切らせ︑その破片を壁飾りとして使ったことを耳にした中国皇帝がメアリーの野蛮な行動にたいて怒りをもって手紙 書い ︑ということにな いる︒屛
風絵は細かい象徴的意味をもつ︑と皇帝は説く︒様々に略した絵やモチーフ 文学的もしくは判じ絵的な意味を持っているので︑それをバラバラにきざみ︑また勝手に張り合わせて壁飾りとして使うのであれば︑本来の芸術性が ったく失われてしまうと書いである︒この手紙文 ﹁シャラワジ﹂という言葉そのものは書かれていないのだが この屛風の洒落味の働きが明白に表されている︒この隠されて る芸術的な意味がメアリー 判断でバラバラにされたのは芸術性を壊すものであると中国皇帝は説明する︒もしも これから壁飾りの漆絵が必要であれば︑部屋や壁の寸法を教えて らえれば︑特別注文し 中国 作らせる が可能な で︑ノコギリで恣意的に切ることは絶対にやめてほしい︑ 皇帝は忠告するの ある︒???????????????　
実はこの手紙は中国皇帝からではなく︑メアリーが親しくしてい
るハーグの友人が書いて送ったものであった︒つまり︑これは八十九歳にもなったホイヘンスが文学的遊び して中国皇帝 ふりをしたものである︒当時ヨーロッパの国王たちが中国 儒教的道徳や国家組織について大きな興味を示していた ︑メアリーに注意換起をするため ︑本当はそれが日本 芸術品であっても 物と見せかけたほうが効果的なのであった
（
64）︒他のホイヘンスの文中に
図14　絵の中心には簞笥を運ぶ人足がみられる（部分）。
ディジョン博物館所蔵。著者撮影。
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は日本がたびたび出てくるのにたいし︑中国が出てくるのは今回のみである︒この手紙から解るよう ホイヘンスは日本の洒落味を︑﹁シャラワジ﹂という言葉そのものを使わなくても︑驚くほど細かく説明している︒ホイヘンスは身分の低い商人たちの口語表現を書き残すまではしなかった ︑日本工芸の洒落味のメカニズムと美学とをはっきり理解 ていたことが伺い知れる
（
65）︒
　
当時の北ヨーロッパのルネッサンスの判じ絵︑いわゆるエムブレ
マタ（
em
blem
ata ）は日本とまったく同じように文学︑ことわざ︑古
代神話等を芸術のモチーフにする︒であるからホイヘンスにとって︑エムブレ と同様に洒落味の感覚を理解す のはきわめて容易であった︒そして彼のホッフワイク庭園そのものも︑一つの大きなエムブレマタ遊びの場として︑しかも洒落味にもとづいて出来上がった芸術作品として評価することがで るのである︒ホイヘンス 洒落味を正しく理解するのだが︑ れにたいし︑テンプルに 洒落味の意味がどれほど伝わった ろうか︒????????　
中国皇帝を装うホイヘンスの手紙は一六八五年に書かれた︒テン
プルもホイヘンスと同様︑イギリス王にな ウィリアム メアリー女王に近い人物ではある ︑ホイヘンスほど 知識 人生経験はなかった︒だが彼も︑女王が中国の皇帝から手紙を受け取った
の噂はテンプル夫人（
D
orothy ）と同居する妹（
M
artha ）から耳にし
たにちがいない︒二人ともメアリーの親友であった
（
66）︒シャラワジ
を紹介するテンプルのエッセイは﹁中国皇帝﹂の手紙と同年の一六八五年 書かれ︑ホイヘンスが一六八七年に亡くなった三年後の一六九〇年に出版さ た︒庭園の遊びと文学的評価を賞賛するこのエッセイは︑ホイヘンスへの尊敬の念を込めたものと考えられる︒先輩ホイヘンスの﹁中国皇帝﹂文学遊びに影響され︑テンプル自身も
中国への憧れが強かった︒彼はシャラワジは日本の美学概念で
あったにもかかわらず︑中国人が陶芸︑屛風︑着物について言う言葉で るとエッセイに残し
000
の﹁シャラワジ﹂はこれを通し
て世界に広まった
（
67）︒テンプルが洒落味の工芸品についての美術的メ
カニズムをある程度理解したのは違いない
（
68）︒だが︑彼はシャラワジ
という言葉を︑庭園の不揃いを裏づける概念として使いたかったそして︑ヨーロッパ美術は︑ホイヘンス ルネッサンスからテンプルの近代ロマン主義に転換す 現場であったとも言える︒????????　
エッセイの刊行とほぼ同時にテンプルのモアー・パーク別荘の庭
園図が描かれている︒ の図にテンプルの不揃いの庭園美が紹介されている︒くねくね曲がった園路が自然曲線 川に沿 まま走っている︒この不揃い庭園は﹁シャラワジ﹂として評価され 後に︑
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
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この別荘庭園はイギリス風景式庭園の始まりとされている
（
69）︒これに
より風景式庭園論争においては
sharaw
adgi が﹁不揃い﹂との意味に
なった︒　
以上の考察から︑ ﹁じゃらく﹂ ︑ ﹁しゃらく﹂ ︑ ﹁しやら﹂ ︑ ﹁しゃ
ら﹂と﹁あじ﹂をまとめてみると︑まず商人ホーヘンフックが長崎で京都の漆工芸商人に接し︑そこで得た﹁しゃらあじ﹂という言葉と概念が︑日本 美学 高く評価す ホ ヘン を通 てテンプルの﹁
sharaw
adgi ﹂になったというのが伝播経路であったと思われる︒
????
　
以上︑探求した十七世紀後半におけるヨーロッパ人の日本理解の
具体例から︑シャラワジは日本の工芸家の﹁洒落味﹂に由来していると十分な裏付けをもって主張できる︒すなわちシャラワジとはこの時代の日本美意識を中核とした歌・名所・故事・謎などをモチーフにしたデザインの迫力と優れた工芸技術を融合する謂
いい
である︒
歌・名所 多くは風景模様であるが︑京都の蒔絵職人は光悦などのアートプロデューサーのために新しい﹁洒落の味﹂を開発した︒オランダ商人側からはさらに新 ﹁洒落味﹂が要求され︑簞笥の模様も︑もはや古典文学などにちなむ はなく 実際にあった東海道の風景︑旅するオランダ人た 実写などが注文されるようになった︒蒔絵簞笥製作職人たちには今までに った新たな﹁洒落味﹂が依頼されたに違いない︒　
陶器や蒔絵簞笥︑屛風︑小袖などにも描かれたこれらの風景模様
は︑まさにオランダ・イギリスの庭園風景論 マッチし︑テンプルやホイヘンスの文章とともにデザインコンセプトとして取り上げられた︒テンプル以降︑時代 ともに庭園文化のな でシャラワジの意味は﹁不揃い﹂に転化して︑風景画とと にピクチャレスク美発展した︒シャラワジはそ 後いろいろな場面で活用され︑風景式
図15　モアー・パークの本館のあたりにある幾何学的庭
園にたいし、左下に見える川の支流の間に挟んだ不揃い
の庭園はシャラワジとして評価されている。Moor Park 
water colour painting (1690s) attributed to Johannes Kip; 
Collection Surrey County Council, (Kuitert 2013, plate VI).
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庭園︑ロマン主義︑都市計画︑最近ではサウンド・スケープ︑現代アートにまで概念的な意味を持つヨーロッパ用語になっている
（
70）︒も
とは日本とヨー ッパの文化的な交流 いわゆるジャポニズムの一端を担う言葉であった︒近年ヨーロッパではシャラワ の意味に関して論争が行なわれたにもかかわらず︑もともとの言葉の意味は分からないまま閑却されてきた︒日本において さほど意識されないまま︑国語の辞書にも載っ おらず︑現在に至っているのである︒
????????????
“Japanese A
rt, A
esthetics, and a European D
iscourse: 
U
nraveling Sharaw
adgi ” ( Japan Review
 27,  2014) ?????????
sharaw
adgi ?
???? ??? ????????????????????? ? ????????????? ??? ?? ????????? ?? ????
?（
1）
C
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alter K
önig, 1999 ; M
athew
 A
itchison 
(ed.), V
isual planning and the picturesque / N
ikolaus Pevsner, G
etty R
esearch Institute, 
2010 ; A
nthony V
idl, “Troubles in T
heory, ” T
he A
rchitectural Review
 20  (D
ecem
ber 
2011 ).
（
2）
W
illiam
 Tem
ple, “U
pon the G
ardens of Epicurus; or O
f G
ardening in the Year 1685 , ” in 
M
iscellanea, the Second Part,  in Four Essays, Sim
pson, 1690 , pp. 57 , 58 : ʻW
hat I have 
said of the best Form
s of G
ardens, is m
eant only of such as are in som
e sort regular; for 
there m
ay be other Form
s w
holly irregular, that m
ay, for ought I know
, have m
ore 
B
eauty than any of the others; but they m
ust ow
e it to som
e extraordinary dispositions 
of N
ature in the Seat, or som
e great race of Fancy or Judgm
ent in the C
ontrivance, 
w
hich m
ay reduce m
any disagreeing parts into som
e Figure, w
hich shall yet upon the 
w
hole, be very agreeable. Som
ething of this I have seen in som
e places, but heard m
ore 
of it from
 others, w
ho have lived m
uch am
ong the C
hineses [sic.]; a People, w
hose w
ay 
of thinking, seem
s to lie as w
ide of ours in Europe, as their C
ountry does. ... B
ut their 
greatest R
each of Im
agination, is em
ployed in contriving Figures, w
here the B
eauty 
shall be great, and strik [sic.] the Eye, but w
ithout any order or disposition of parts, 
that shall be com
m
only or easily observ ʼ
d [sic.]. A
nd though w
e have hardly any 
N
otion of this sort of B
eauty, yet they have a particular W
ord to express it; and w
here 
they ﬁnd it hit their Eye at ﬁrst sight, they say the Sharaw
adgi is ﬁne or is adm
irable, 
or any such expression of E
steem
. A
nd w
hoever observes the W
ork upon the best 
Indian G
ow
ns, or the Painting upon their best Skreens [sic.] or Purcellans [sic.], w
ill 
ﬁnd their B
eauty is all of this kind (that is) w
ithout order ʼ. 日本語訳﹁私がこれま
でに良い庭園について論じていたのは規則のある庭園についてであった︒だがこの他に︑完全に不揃い形式も存在し得る︒そしてそのような庭園が︑他のいかなる庭園よりも美しいということも知っているのである︒しかしその種 庭園の美は︑ その︿別荘地﹀の︿自然性質﹀からなるか︑ あるいは︑ある偉大な伝統のある︿想像﹀と︿判断力﹀によっている︒それらによっ ︑ひとつの︿図案﹀の中 あるさまざまな不調和な部分を縮小しながら全体を快適にす ︒こうした例 ものを見たことはあるのだが︑むしろ私
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
29
は︑中国人たちのあいだで生活したことのある人たちからそれについて聞いたのである︒この民族の思考方法は︑かれらの国の大きさと同様 ヨーロッパ人とは大きく異なっている︒ （中略）デザイン 構成要素も揃ってはいない︑簡単に 読み取れ い規則はかれらの︿想像力﹀の偉 な︿力﹀であり︑見事な︿美﹀を凝らした︿図案﹀が︿視界﹀に飛び込むのである︒われわれはこの︿種﹀の︿美﹀に関する観念を全くと言って良い程もち合わせてはいないのであるが かれ はそれを表現する特別な︿言葉 をもっている︒すな ち︑かれらは︑そうした美が︿目﹀に飛び込み 感じとった瞬間直ちに︑
﹁シャラワジは良い﹂とか﹁シャラワジが素晴らしい﹂とか︑
あるいはそれに類 ることを言って 賞賛﹀するのである︒そして︑かれらの︿着物﹀の模様︑あ い かれらの
屛
風﹀や︿陶器﹀にある︿絵﹀
を鑑賞すれば︑だれもが かれらの︿美﹀はすべてこの揃い な 美 あることを見つけ出すであろう﹂ （拙訳 英語 原文の大文字になっているところは日本語で︿
　
﹀に表記してある） ︒
（
3）
C
iaran M
urray, Sharaw
adgi: T
he Rom
antic Return to N
ature, International Scholars 
Publications, 1999 ; 松平圭一﹁
18世紀英国式庭園と﹁
シャラワジ
﹂﹂ ﹃活水論
文集
　
英米文学・英語学編﹄四二号（一九九九年三月） ︑四二︱五八頁︒
（
4）
E
. V. G
atenby, “T
he Inﬂuence of Japanese on E
nglish, ” T
he English Society of Japan 
英文學研究
, Tokyo Im
perial U
niversity English Society 東京帝國大學英文學會
 11 :4  
(10  O
ctober 1931 ), pp. 508 –520 ：
from
 Japanese ʻsoro-w
aji ʼ (
揃ハジ
), ʻnot being 
regular, ʼ a form
 of the verb sorou. ” 日本語の﹁揃ハジ﹂から︑ ﹁規則正しくない﹂ ︑
動詞﹁揃う﹂のある形態とゲートンビーは紛 わしい仮説をだす 早川勇﹁英語に入った日本語の語源調査﹂資料調査報告（ ﹃英学史研究﹄三八（二〇〇五） ︑七一︱八二頁）も﹁揃はじ﹂説をとり︑キーラン・マレイは金井圓の話を引用し︑ソロワジが九州方言を通じてオランダ語でシャラワジと発音する仮説をとる（
C
iaran M
urray, “Sharaw
adgi: T
he Japanese Source of 
R
om
anticism
, ” T
he Transactions of the A
siatic Society of Japan 4 :13  (1998 ), p. 21 ） ︒
いっぽう島田孝右（
Takau Shim
ada, “Is Sharaw
adgi D
erived from
 the Japanese W
ord  
Sorow
aji? ” T
he Review
 of English Studies 48 :191  (1997 ), 350 –352 ）は︑ ﹁揃はじ﹂
説を疑問視し︑サワラジ︑ ﹁触らず﹂からのシャラワジ説を唱えている︒いずれも裏づけ資料がない︒
（
5）
Susi Lang and N
ikolaus Pevsner, “Sir W
illiam
 Tem
ple and Sharaw
aggi, ” T
he Architectural 
Review
 106  (D
ecem
ber 1949 ), pp. 391 –92 . 日本語訳はニコラウス・ペヴスナー ﹃美
術・建築・デザインの研究
　
I﹄鈴木博之・鈴木杜幾子訳︑鹿島出版︑
一九八〇年︑一四五︱一五三頁所収︒ペヴスナーによると﹁シャラワジ﹂の元の意味についての研究は未解決︒
（
6）
Tem
ple, “U
pon the G
ardens of E
picurus, ” op cit. 同書の﹁
w
ithout order ﹂の訳
語﹁イレギュラー﹂は︑松平﹁
18世紀英国式庭園と﹁シャラワジ﹂
﹂前掲書
による︒ちなみに︑ペヴスナー﹃美術・建築・デザインの研究﹄前掲書では﹁不規則﹂ ︒筆者はホイヘンスの庭園論にしたがい﹁不揃い﹂を用い ︒
（
7）
オランダでいう﹁
hofdicht ﹂は庭園を賞賛する文学で︑十六世紀終わり頃
から始まる︒
C
f. W
illem
ien B
. de V
ries, W
andeling en verhandeling, U
itgeverij Verloren, 
1998 .
（
8）
Tem
ple, “U
pon the G
ardens of E
picurus, ” op cit.: ʻthey have a particular W
ord to 
express it; and w
here they ﬁnd it hit their Eye at ﬁrst sight, they say the Sharaw
adgi is 
ﬁne or is adm
irable, or any such expression of E
steem
. ʼ ﹁すなわち︑かれらは︑そ
うした美が︿目﹀に飛び込み︑ 感じとった瞬間直ちに︑
﹁シャラワジは良い﹂
とか﹁
シャラワジが素晴らしい
﹂
とか︑あるいはそれに類することを言っ
て︿賞賛﹀するのである﹂ （拙訳） ︒
（
9）
ポープ（
A
lexander Pope, 1688 –1744 ）やウォルポール
（
H
orace W
alpole, 1717 –
1797 , letter of June 13 , 1781  to Lord Strafford ）の庭園論争に﹁
sharaw
adgi ﹂が出
てくる︒ポープの手紙
 (letter of A
ugust 12 , 1724  to D
igby) に﹁
sharaw
aggi ﹂と
のスペルがみられる︒
Yu Liu, “In the N
am
e of the A
ncients: T
he C
ross-C
ultural 
Iconoclasm
 of Pope ʼs G
ardening A
esthetics, ” Studies in Philology 105 :3  (2008 ), pp. 
30
409 –428 ; T
he Letters of H
orace W
alpole, Fourth E
arl of O
rford by W
alpole, H
orace, 
1717–1797, edited by O
xford: C
larendon press, 1903 –1905 .
（
10）
ペヴスナーは﹁シャラワジ﹂を都市計画にくみいれている（
John Flem
ing, 
H
ugh H
onour, N
ikolaus Pevsner, T
he Penguin D
ictionary of A
rchitecture, Penguin, 
1980 , p. 296 ） ︒ ﹁シャラワジ﹂のサウンド・スケープはジァン・フランスワ・
オーゴヤールから始まり（
Jean-François A
ugoyard, Pascal A
m
phoux and O
livier 
B
alay, Environnem
ent sonore et com
m
unication interpersonnelle, C
entre de recherche sur 
l ʼespace sonore et l ʼenvironnem
ent urbain à l ʼÉ
cole N
ationale Supérieure d ʼA
rchitecture 
 de G
renoble, 1985 ） ︑ クリスティアン・メイヤーが﹁シャラワジ﹂を現代アー
トに掛けている（
M
eyer and Poledna, Sharaw
adgi, op cit. ） ︒
（
11）
オックスフォード英語辞典による︒
J. A
. Sim
pson and E
. S. C
. W
einer (prep./
eds.), T
he O
xford English D
ictionary, 2 nd ed. C
larendon Press, 1989 , vol. X
V
, pp. 
176 –77 , entry sharaw
aggi.
（
12）
中村一﹁シャラワジについて﹂ ︑京都大学造園学研究室編﹃造園の歴史
と文化﹄養賢堂︑一九八七年︑二四三︱二五七頁︒
（
13）
筆者論文（“
E
nlightened E
ducation: G
row
th, the G
arden, and Japan Perceptions 
of C
onstantijn H
uygens (1596 –1687 ) ” ）を準備中︒
（
14）
そのホイヘンスと友人の庭園論争については以下を参照︒
W
ybe K
uitert, 
“Japanese R
obes, Sharaw
adgi, and the Landscape D
iscourse of Sir W
illiam
 Tem
ple and 
C
onstantijn H
uygens, ” G
arden H
istory 41 :2  (2013 ), pp. 161 –163
（
15）
ʻE
n, als ick oversloegh w
aer sulcken stell op trock,/ Soo viel ick op ʼt on-eens van 
een ʼ Japonschen R
ock ʼ ﹁そして︑このようなものが何に似ているかと熟考した
とき︑私は日本の衣服の不揃いにたどり着いた﹂ （拙訳） ︒
T. van Strien (ed.), 
C
onstantijn H
uygens, H
ofw
ijck, w
ith W
illem
ien B
. de V
ries, B
and 1  (M
onum
enta 
Literaria N
eerlandica X
V, 1 –2 ). 2008 , p. 53 , v. 991 –92 .
（
16）
ʻV
erlappers (V
erplanters) van oud w
erck kost ick genadigh dulden: / M
aer Snijders 
van niew
ʼ stof en sagh ick niet t ʼ ontschulden. / M
ijn Laken w
as geheel, en ick een 
schele geck, / Soo ick ʼt versnipperde m
et een versuft besteck. ﹁ʼ私は古めかしい制
作物を作り直す仕立屋（植木屋）に同意し認めることができるのだが︑新しい布を切る人を容認することできません︒
 私の布地︹庭園の計画がある
敷地︺はまだ完全であり︑それを間抜けな馬鹿の図案によって断片的に切り取るならば︑私は乱視の愚か者と言えるだろう﹂ （拙訳） ︒
Strien, 
C
onstantijn H
uygens, H
ofw
ijck, p. 53 , v. 1001 –1004 .
（
17）
A
. M
ontanus, G
edenkw
aerdige G
esantschappen der O
ost-Indische M
aetschappy in ‘t Vereenigde 
N
ederland, aen de K
aisaren van Japan: Vervaetende W
onderlijke voorvallen op de Togt der 
N
ederlandsche G
esanten: B
eschryving Van de D
orpen, Sterkten, Steden, Landschappen, 
Tem
pels, G
ods-diensten, D
ragten, G
ebouw
en, dieren, G
ew
asschen, B
ergen, Fonteinen, 
vereeuw
de en nieuw
e O
orlogs-daeden der Japanders: Verçiert m
et een groot getal A
fbeeldsels 
in Japan geteikent: G
etrokken uit de G
eschriften en Reis-aentekeningen der zelve G
esanten; 
B
y Jacob M
eurs, B
oek-verkooper en Plaetsnijder, op de K
eisars-graft, schuin over de 
W
ester-m
arkt, in de stad M
eurs. A
m
sterdam
, 1669 , p. 321 .
（
18）
派手なヤポンセ・ロック着用の肖像画の例を挙げると︑
Steven W
olters 
(1682 –1683 ), an unknow
n m
an (G
isbert C
uper) (1680 ), 
あるいは
C
ornelis van 
R
oyen (1680 )
がある︒いずれもオランダ美術史研究所のデータベース
（
R
K
D
im
ages ）所蔵︒このデータベースには︑二百枚以上のヤポンセ・ロッ
クの肖像画がある（最終アクセス二〇一五年四月二八日） ︒ネッチャーによる以下（図
8）の肖像画もその例の一つ︒
（
19）
K
uitert, “Japanese R
obes, ” op cit., pp. 166 –68 .
（
20）
J. A
. W
orp (ed.), D
e B
riefw
isseling van C
onstantijn H
uygens (1608 –1687 ), 6  vols., 
M
artinus N
ijhoff, 1913 –1917 . この六冊に王室︑オランダ大学内の図書館︑英
国博物館等のコレクションに保管されているホイヘンスの文通などが編集収録されている︒
（
21）
W
ybe K
uitert, “D
e Japanse w
atten van C
onstantijn H
uygens, ” Spiegel der Letteren 
56 :4  (2014 ), pp. 539 –50 ：ドイツ語の﹁
W
atte ﹂はオランダ語から直接入った︒
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
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フランス語の十七世紀までの﹁
ouette ﹂は雁の羽毛を示したが︑その意味は
オランダの﹁
w
atten ﹂の影響を受けて十七世紀終わり頃から﹁
ouate ﹂ （絹綿）
に変わる︒
（
22）
ʻthey say the Sharaw
adgi is ﬁne or is adm
irable …
 A
nd w
hoever observes the W
ork 
upon the best Indian G
ow
ns (Japonse R
ok, w
k.), or the Painting upon their best 
Skreens or Purcellans, w
ill ﬁnd their B
eauty is all of this kind (that is) w
ithout order. ʼ
﹁かれらは
﹁シャラワジは良い﹂
とか
﹁シャラワジが素晴らしい﹂
とか言う︒
（中略）そして︑かれらの着物の模様︑あるいはかれらの屛風や陶器にある絵を鑑賞すれば︑かれらの美はすべてこの揃いのない美であることを見つけ出すであろう﹂ （拙訳） ︒
Tem
ple, “U
pon the G
ardens of E
picurus, ” op cit. テン
プルの﹁
Indian G
ow
n ﹂は当時︑イギリスでのヤポンセ・ロックの呼び名で
あった︒
W
ybe K
uitert, “R
eply to ʻA
 Letter to the E
ditor, ʼ ”
 G
arden H
istory 42 :1  
(2014 ), p.129 ; W
ybe K
uitert, “Japanese A
rt, A
esthetics, and a E
uropean D
iscourse: 
U
nraveling Sharaw
adgi, ” Japan Review
 27  (2014 ), pp. 77 –101 , here p. 79 .
（
23）
肖像画の背景などについては以下を参照︒
K
uitert, “Japanese R
obes, ”op cit., 
pp. 166 –68 .  
（
24）﹃美しいキモノ﹄二四二号（二〇一二年冬） ︑七五頁︒
（
25）
アンナ・チョールナヤ﹁江戸語の位相
︱
︱
遊里語・武士詞﹂ ﹃大学院教育
改革支援プログラム﹁
日本文化研究の国際的情報伝達スキルの育成
﹂
活動
報告書﹄お茶の水女子大学︑平成二〇年度（二〇〇九）学内教育事業編︑一六六︱一六八頁︒
（
26）
諸橋轍次﹃大漢和辞典﹄第六巻︑大修館書店︑一九六〇年︑一〇八八頁
（
N
o.17374 -26 ）では︑ ﹁洒落︑シャラク﹂は﹁①さらつと早く落ちる﹂灑落
の①に同じ︒②﹁心がさっぱりしている︒わだかまりがない︒灑落﹂として︑江淹（四四四～五〇五）から﹁高志洒落︑逸気寂寥﹂を引用している︒さらに﹁③㋑気の利いたさま︒粹な風俗態度︒仇めいた服装︒㋺生意気︒㋩滑稽の文句で地口に似たもの︒ ﹂と説明している︒また諸橋の第七巻︑
三五三頁（
N
o.18774 -38 ）では﹁灑落︑シャラク﹂が﹁①さらりと早く落ち
る﹂の意で潘岳（二四七～三〇〇）の﹃秋興賦﹄や江淹の﹃雑體﹄に用いられており︑また﹁②心がさっぱりしていて物にこだわらない﹂の意で元明善（一二六九～一三三二）などに用いられていることを例示している︒
（
27）
﹃日本古典文学大辞典﹄第五巻︑岩波書店︑一九八四年︑四〇五頁︑及び中村元﹃佛教語大辞典﹄上巻︑東京書籍︑一九七五年︑六一〇頁︑ ﹁灑灑落落也﹂ ︒但し︑中村が﹃碧巌録﹄二〇則と述べて る は誤りで︑六〇則が正しい（沢田天瑞﹁庭園の構想に関する研究Ⅲ・大徳寺孤篷庵庭園の構造について﹂ ﹃造園雑誌﹄三六巻二号（ 九七 年） 五︱四〇頁） ︒
（
28）﹁客ガ一盃ノメバ吾モ一盃ノミ︑吾ガ一盃ノメバ客モ一盃ノムゾ︒三四ノ句︑マコトニ等閑モナキ︑洒落ナル体也﹂ ︒中国人と日本人の七言絶句を交互に配列して注解を加えた﹃中華若木抄三﹄から引用された︑ ﹃時代別
　
国
語大辞典
　
室町時代編三﹄一九九四年︑四六一頁︒ ﹃中華若木抄三﹄につい
ては﹃日本古典文学大辞典﹄第三巻︑三八八頁︒
（
29）﹁色身の望みに引かれて世界の悪食となる邪楽を離れざるがゆへに﹂ （
Luis 
de G
ranada ﹃ぎや・ど・ぺかどる﹄上の二︑長崎︑一五九九年から引用︑ ﹃時
代別
　
国語大辞典
　
室町時代編三﹄一九九四年︑四六一頁所収） ︒ポルトガ
ル語のタイトル ﹃ぎや・ど・ぺかどる﹄ は ﹁罪人のガイド﹂ の意︒澤大洋 ﹁南蛮学の初中期の政治思想
︱
︱
わが国最初の西洋思想の伝達と発展﹂ ﹃東海大
学政治経済学部紀要﹄三二号（二〇〇二年） ︑一︱二〇頁︒
（
30）
一休宗純﹃自戒集﹄には﹁邪法︑扶け難し︑正伝の師︑正邪は︑人々須
らく弁取すべし﹂とある︒ ﹁邪法難扶﹂は︑邪法は支えきれない︑白ら倒れるのは必定︑の意︒ ﹁正伝の師﹂は︑頌﹁正伝の人︑為人の乎を懐にす﹂と見えており︑また同じく一休 ﹃狂雲集﹄ ﹁霊山の塔に題し 正伝庵の僧に贈る﹂にも﹁見来れば︑真箇 正伝庵︑宗乗を説かず唯だ世談﹂とあることから︑徳禅寺内の塔頭正伝庵を拠点としていたと思われる養叟及びその派の人々をさすと思われる︒この一文は︑何が正法である 邪法であるか
32
は︑個々人自らが判断し見極めなくてはならない︑の意︒飯塚大展﹁一休宗純研究ノート（二） ・
﹃
自戒集
﹄
校註（上） ﹂ ﹃駒澤大學佛教學部論集﹄
三二号（二〇〇一年） ︑二八九︱三四八（三二六）頁︒
（
31）﹃こんてむつすむん地﹄は︑十五世紀に成ったキリスト教の信心書を室町時代末期に布教のため来日した宣教師が中心になって翻訳したもの︒もともとラテン語で﹁
D
e Im
itatio C
hristi ﹂ ︑スペイン語・ポルトガル語訳が
﹁
C
ontem
ptus M
undi ﹂であった︒日本の吉利支丹版は現在二種知られている︒
一五九六年（慶長元年）天草出版と推定されるローマ字本﹃
C
O
N
T
EM
PT
V
S 
m
undi jenbu ﹄と慶長十五年（一六一〇）京都の原田アントニオの刊行の国
字本﹃こんてむつすむん地﹄である︒ ﹁かなしきかな︑せけんにじうぢやくしたる
あにま
は︑じゃらくにまけ︑いばらからたちを身にまとひたる事を
ゑいぐはとおもふ事は︑ これいまだ
Ｄ
﹇
D
eus=
ゴッド﹈のかんろをあぢはゝ
ず﹂ （新村出・柊源 校註﹃吉利支丹文学集１﹄東洋文庫五六七︑
平
凡社︑
一九九三年︑ ﹃こんてむつす ん地﹄巻第三第十三︑ 三二 頁 ︒
（
32）﹃日葡辞書﹄
（
R
odrigues G
irão, João Vocabolario da lingoa de Japam
, com
 adeclaracão 
em
 portugues, feito por alguns Padres e Irm
aõs da C
om
panhia de Jesus no collegio de Japam
 
da C
om
panhia de Jesus (N
angasaqui), 1603 , p. 140 ）の解釈は︑
Iaracu. Yocoxim
ano 
tanoxim
i. Torpes cu desordenados gośtos. 
¶ Iaracuuo tanoxi-m
una. N
ão vos deis a torpes, 
&
 ruins de leitaçoés. ﹁ジャラク・よこしまのたのしみ（邪の楽しみ︑淫猥な︑
あるいは︑放逸なたのしみ︒ ）
¶
じゃらくをたのしむな（邪楽を楽しむな︑
腐った︑恥ずべき癖に走らないで ﹂である（日本語訳 土井忠生︑森田武︑長南実編訳﹃邦訳日葡辞書﹄岩波書店︑一九八〇年︑三五五頁） ︒なお︑﹃日本国語大辞典﹄第十巻︑ 小学館︑ 一九七四年︑ 二〇二頁は 邪楽﹂を﹁人間としてすべきでない楽しみ方﹂と︑より柔らかい表現で﹃日葡辞書﹄を引用している︒
（
33）
一五六八年の﹃永禄十一節用﹄は﹁洒落シャラ
　
簏皃﹂を挙げている︒
﹃時代別
　
国語大辞典
　
室町時代編三﹄一九九四年︑四六一頁︒慶長のころ
（一五九六～一六一五）から出版され︑いわゆる﹁古本節用集﹂の一である﹃易林本節用集﹄には︑ ﹁シャラク﹂と﹁灑落﹂が表記されている︒実はこの﹃易林本節用集﹄が慶長年間から元禄のころまで続く節用集である︒高梨信博﹁草書 について
︱
︱
易林本節用集との比較を中心に﹂ ﹃国文
学研究﹄八三巻（一九八四年） ︑ 四八︱五九頁︒元禄時代の﹃書言字考巻九﹄は洒落﹁シャレ﹂は人にたいして﹁幽艶・しおらしい﹂や﹁颯纚
　
しなやか﹂
なことと挙げる（ 書言字考節用集﹄第二冊（言辭
　
九下） ︑中田祝夫・小
林祥次郎﹃書言字考節用集研究並びに索引 太平印刷社︑二〇〇六年︑二五一頁に引用） ︒
（
34）
元和七～九年（一六二一～一六二四）の仮名草子﹃竹斎﹄下には以下の
ようにある︒ ﹁されば我身の不堪にて︑かく歌の事申出し︒しや や︑けちやうや︑推参や 似合はぬ事にてましませども﹂ ︒ここにおける﹁ や ﹂の意味は伝統 対比する近代の﹁利いた風﹂である︒三河の八橋にたどり着いた竹斎 格式ある和歌の伝統に近代 ﹁ やら﹂なる男と 自身を卑下しているわけである︒田中宏﹁整版本﹃
竹斎
﹄
の研究（その四） ﹂ ﹃近
世初期文芸﹄一三号︑一九九六年︑三九︑ 四〇頁︒
（
35）
寛永一九年（一六四三）の仮名草子﹃可笑記﹄三に﹁傾城といへるもの
は︹略︺油とろとろかね黒く 薄化粧に花車︑しゃらなる風情をおもてにし﹂ともあり︑遊女の飾りすぎを批判す ︒
（
36）
和語の﹁しゃら﹂に﹁洒落﹂の漢字を当てるようになったのは︑室町時
代以降﹁され﹂が﹁しゃれ﹂に拗音化してからのことで 江戸時 儒学者︑藤原惺窩（一五六一～一六一九年）によ といわれ ︑中国語と同じ﹁なにものにもとらわれない自由な心境 の意味に使った︒石毛忠ほか編﹃日本思想史辞典﹄山川出版社︑二〇〇九年︑八八六頁︒
（
37）
丸山伸彦﹁近世前期小袖意匠の系譜
︱
︱
寛文小袖に至る二つの系統﹂ ﹃国
立歴史民俗博物館研究報告﹄一一号（ 九八六 ︑一九五︱二二四頁︑及び京都国立博物館編﹃花洛のモード
︱
︱
きものの時代﹄思文閣︑ 二〇〇一年︑
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
33
二三頁︒ ﹃御ひいなかた﹄の復刻版と研究は︑上野佐江子編﹃小袖模様雛形本集成﹄学習研究社︑一九七四年︑一巻︑二四︱二五頁︒
（
38）﹃近世逸人画史﹄小林忠・河野元昭監修日本絵画論大成第一〇巻所収︑ぺりかん社︑一九九八年︑二八三︑ 三一一 三一二頁︒ ﹃四季模様諸礼絵鑑﹄を紹介するのは遠藤貴子﹁
﹁茶屋染﹂
考
︱
︱
その名称の由来と豪商茶屋家をめ
ぐって﹂ ﹃野村美術館研究紀要﹄一一号︑二〇〇二年︑ 九頁︒
（
39）﹃新古今集﹄ （一二〇五）秋上・三六三 藤原定家︒
（
40）
東京国立博物館他﹃日本の美術﹄第七号﹁染﹂至文堂︑一九六六年︑
九七︱九八頁︒
（
41）﹃都ひいなかた・序﹄元禄四年（一六九一） ︒上野佐江子篇﹃小袖模様雛形本集成﹄前掲書︑二巻︑四︱五頁︒
（
42）
岡倉一雄編﹃岡倉天心全集﹄下巻︑聖文閣︑一九三八年︑二一五︱
二一六頁︒
（
43）
中村幸彦ほか編﹃角川古語大辭典﹄一九八二年 巻︑ 一頁︒
（
44）﹁きれあじ﹂については﹃日本国語大辞典﹄四巻︑小学館︑二〇〇一年︑六一九頁︑ ﹃角川古語大辞典﹄角川書店︑一九八七年︑二巻︑一三五頁参照江戸初期の﹃虎寛本狂言﹄では﹁扨︑その太刀（たち）の切れ味は何と有たぞ﹂とある︒ ﹁くらあじ﹂については﹃日本国語大辞典﹄前掲 〇三三頁を参照︑ 元禄 年﹃福寿丸﹄より﹁誠はこなたの御馬があまり見事なゆへ︑くらあぢをも見たう存る﹂が引用されている︒
（
45）
ぺトラ・ロートハウグは﹁ワ﹂の発音について断定している（
Petra 
R
othaug, Abriß der japanischen Lautgeschichte, B
uske V
erlag, 1991 , pp. 55 , 57 ） ︒シャ
ラワジの﹁あじ﹂に いし︑さまざまなローマ字のスペルがある
adgi ︑ agi ︑ 
aggi ︑ adji はすべて
aji に通じる︒一六三〇年（寛永六年）のポルトガル辞書
（
Vocabvlario de Iapon ... Tom
as Pinpin, y lacinto M
agaurtua, 1630 ︑復刻版︑天理
大学出版部︑一九七二年）は
agi を﹁味﹂のローマ字として挙げる︒なお︑
ここで用いる﹁
shara’aji ﹂また﹁
sharaw
aji ﹂はヘボン式表記である︒
（
46）
ロートリンゲン（
Lotharingen ）公爵は︑ホイヘンスの東洋美術にたいす
る専門的知識を高く評価していた（
K
uitert, “Japanese R
obes, ” 2013 , p.174 ） ︒
（
47）
ヴォルフガング・ミヒェル﹁
﹁
日本に関する観察
﹂
︱
︱
一六六九年刊行
の文献とその背景について﹂片桐一男編﹃日蘭交流史
︱
︱
その人・物・情
報﹄思 閣︑二〇〇二年︑一九九︱二二七頁︒
（
48）
藤田加代子﹁
17︑
18世紀のオランダ東インド会社長崎商館における私貿
易﹂ ﹃江戸時代の日本とオランダ﹄日蘭交流４００年記念シンポジウム報告集︑洋学史学会編︑二〇〇一年︑二五︱三二頁︒
（
49）
“Som
e O
bservations C
oncerning Japan ︙
, ” Philosophical Transactions 4  (1  January 
1669 ), pp. 983 –86 ; ミヒェル﹁
﹁
日本に関する観察
﹂﹂前掲書︑二二〇︱
二二一頁︒
（
50）
M
artha B
oyer, Japanese Export Lacquers from
 the Seventeenth C
entury in the N
ational 
M
useum
 of D
enm
ark, N
ational M
useum
 C
openhagen, 1959 , pp. 12 –13 .
（
51）
ジュステルの手紙
: R
upert H
all and M
arie B
oas H
all (eds./trans.), Th
e Correspondence 
of H
enry O
ldenburg, vol. 4 : 1667 –1668 , U
niversity of W
isconsin Press, pp. 416 , 417 , 440 , 
and 441 .
（
52）
ミヒェル﹁
﹁日本に関する観察﹂
﹂前掲書︑二〇一︱二〇二頁︒
（
53）
W
illiam
 Tem
ple, “A
n E
ssay U
pon the C
U
R
E
 of the G
O
U
T
 by M
O
X
A
. W
ritten to 
M
onsieur de Z
ulichem
, N
im
egen, June 18 , 1677 . ” In Th
e W
orks of Sir W
illiam
 Tem
ple, 
Bart in Tw
o Volum
es. Volum
e the First. To w
hich is Prefix’d Som
e Account of the Life and 
W
ritings of the Author, J. R
ound, J. Tonson, J. C
larke, B
. M
otte, T. W
otton, S. B
irt, 
and T. O
sborne, 1731 , p. 134 –46 . ホイヘンスの貴族タイトルはムッシュー・
ド・ズリーヘム（
M
onsieur de Z
ulichem
）である︒
（
54）
岩崎治子﹃日本の意匠事典﹄岩崎美術社︑ 一九八四年︑ 一三〇︱一三三頁︑
及び武田恒夫ほか﹃日本の文様
︱
︱
風物﹄光琳社出版︑一九七五年︒
（
55）
狩野尚信と狩野派町絵師 洒落については︑寺本健三﹁狩野尚信の画業
からみた江戸狩野成立の研究﹂京都工芸繊維大学博士論文甲第六五〇号︑
34
二〇一二年九月二五日︑六〇頁︒
（
56）
留守絵と洒落については︑ ﹃江戸蒔絵
︱
︱
光悦・光琳・羊遊斎﹄東京国立
博物館︑二〇〇二年︑二六頁︒
（
57）
工芸家の立場については︑岡田譲﹁光悦の ﹂ ︑林屋辰三郎編﹃光悦﹄
第一法規出版︑一九六四 ︑一 ︱一四一
（
58）
光悦は京都の鷹峰に居住し︑その集落では茶屋四郎次郎の工房を含めた
多くの芸術家︑工芸家達が活躍をした︒
（
59）
輸出用の漆工芸における本格的な絵模様 様式 一六五〇年代から始ま
る︒
O
liver Im
pey and C
histiaan Jörg, Japanese Export Lacquer, 1580–1850, H
otei, 
2005 , p. 83 –85 .
（
60）
いわゆるファン・ディーメンの蒔絵箱︑ヴィクトリア・アンド・アルバー
ト博物館やオランダ国立博物館のマザリンの蒔絵箱はいずれもカロンの注文で作ってもらったといわれる︒オランダ絵画も風景画が同時に大流行した︒
W
ybe K
uitert, “Spruces, Pines, and the Picturesque in Seventeenth C
entury 
N
etherlands, ” Studies in the H
istory of G
ardens &
 D
esigned Landscapes 38 :1  (2017 ), pp. 
1 –23 .
（
61）
T
h. H
. Lunsingh Scheurleer, “A
anbesteding en verspreiding van Japansch lakw
erk 
d
oor d
e N
ed
erlan
d
ers in
 d
e zeven
tien
d
e eeu
w
, ” O
udheidkundig G
enootschap 
Jaarverslagen, vol. 82 -83  (1941 ), pp. 54 –74 , 63 –69 . 一六五六年の商館日記の資料
は以下を参照︒
D
agregisters van Z
acharias W
agenaar van N
ovem
ber 1656  in: Lunsingh 
Scheurleer, ibid. 当時オランダのレンブラントや他の画家にも話題になった
シャーと象の様々なエッチングや絵画が生産され︑名残として長崎くんちの桶屋町には 上に載せた屋根つき鞍の中にヨーロッパ人が椅子に腰を掛けて鐘をついている傘鉾がある オランダ語の資料 は﹁
oliphants-
huysje ﹂ ︑象の東屋として出ている︒
（
62）
C
atherine Tran (ed.) “U
n cabinet japonais oublié, ” L’oeuvre du m
ois, M
usée des beaux-
arts D
ijon, juin 2011 , p. 1 –2 . ホーヘンフックが簞笥四竿を持ち帰った︒
ミヒェ
ル﹁
﹁
日本に関する観察
﹂﹂前掲書
︑二二〇︱二二一頁
; “Som
e O
bservations 
C
oncerning Japan …
, ” op cit., p. 985 .
（
63）
P. F. Ferguson, G
arnitures: Vase Sets from
 N
ational Trust H
ouses, V
&
A
 Publishing, 
London, 2016 , p. 3 .
（
64）
当時の中国の理解については以下を参照︒錢鍾書
 (Q
ian Z
hongshu, also C
h ʼ
ien C
hung-shu), ʻC
hina in the E
nglish L
iterature of the Seventeenth C
entury, ” 
Q
uarterly Bulletin of C
hinese Bibliography 1  (1940 ), pp. 351 –84 .
（
65）
ご大層な手紙文には︑次 よう ある︒
 “... the m
ost curious, skilfull and 
artiﬁcial draw
ings and lim
ninge ... ” that represent “... the noble collection of those 
m
anyfold chosen and selected characters, containing in [the] excellent A
siatic language 
the w
ittiest speeches, proverbs, em
blem
s, parables, paradoxes and other higher 
m
ysteries, could be found such incontestable testim
onies of our nations high and 
transcendent w
isdom
 above all other people of the w
orld ” (J. A
. W
orp (ed.), D
e 
Briefw
isseling, op cit.; Zesde D
eel 1663–1687, M
artinus N
ijhoff, 1917 , pp. 456 , 457 , 
letter Septem
ber 27 , 1685  (N
o.7231 )). ﹁選択された複数の様相を貴重に取りま
とめられたものがアジアの言葉に含まれているような面白い話︑諺︑表象（エムブレム） ︑比喩︑逆説およびそれより優れた別の謎を意図する︑その最も興味をそそられる巧みな芸術的な企画と表現法が︑われわれの国々の方が世界のそのほかの民族よりも上回る物事にこだわらない知恵あることは動かぬ証拠である﹂ （拙訳） ︒
 
（
66）
Julia G
. Longe (ed.), M
artha, Lady G
iffard, H
er Life and C
orrespondence (1664–1722), 
Londen: G
eorge A
llen &
 sons, 1911 , pp. 37  and 139 .
（
67）
テンプルの中国憧れについて
︑
Q
ian Z
hongshu, ʻC
hina in the E
nglish Literature 
of the Seventeenth C
entury, ʼ op cit., pp. 371 –76 .
（
68）
“or som
e great race of Fancy or Judgm
ent in the C
ontrivance, w
hich m
ay reduce m
any 
disagreeing parts into som
e Figure, w
hich shall yet upon the w
hole, be very agreeable ” 
(Tem
ple, “U
pon the G
ardens of E
picurus, ” op cit., p. 57 ). ﹁あるいは︑ある偉大な
日本美とヨーロッパ庭園――「シャラワジ」を求めて
35
伝統のある︿想像﹀と︿判断力﹀によってひとつの︿図案﹀の中にさまざまな不調和な部分を縮小しながら全体を快適にする﹂ （拙訳） ︒
（
69）
G
eoffrey Jellicoe (ed.), Th
e O
xford C
om
panion to G
ardens, O
xford U
niversity Press, 
1986 , p. 513 ; John H
arris, “Is C
hisw
ick a ʻPalladian ʼ G
arden? ” G
arden H
istory 32 :1  
(2004 ), pp. 124 –36 ; W
ybe K
uitert, “C
ontext &
 Praxis: Japan and D
esigning G
ardens 
in the W
est, ” D
ie G
artenkunst 28 :2  (2016 ), pp. 278 –85 .
（
70）
W
ybe K
uitert, “Japanese A
rt, A
esthetics, and a E
uropean D
iscourse, ” op cit., pp. 
79 –81 .
